
 

 

２０２２年３月４日 

損害保険ジャパン株式会社 

 

ブランドスローガン「Innovation for Wellbeing」に則した商品開発 

～人々の幸せ、よりよい社会の実現に向けて～ 
 

損害保険ジャパン株式会社（取締役社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン」）は、ブランドスローガン 

「Innovation for Wellbeing」に則した独自色のある商品を開発し、お客さまの課題および社会課題の解決 

を通じて、よりよい社会を実現していきます。 

 

１．背景 

 現在、日本国内において、気候変動、少子高齢化、人口減少など私たちはさまざまな社会の課題に直面して 

います。また、国内企業の９９．７％を占める中小企業においては、新規事業の創出や新たな販路拡大、 

働き方改革など新型コロナによる急速な事業環境変化への対応に迫られています。 

損保ジャパンは、これまで事故時の経済的損失の補償といった保険本来の機能を通じてリスクに対する備え 

の提供という社会的役割を果たしてきましたが、今後は、それに加え、お客さまのさまざまな課題や社会課題 

の 解 決 に 積 極 的 に 貢献 す る こ と が 当 社 の社 会 的 役 割 で あ る と考 え 、 ブ ラ ン ド ス ロー ガン 

「Innovation for Wellbeing」に則した商品開発を加速してまいります。 

 

【損保ジャパンのブランドスローガン】 

損保ジャパンは、２０２１年５月、中期経営計画のビジョンとして、「すべての人々・地域・社会に、 

たくさんの笑顔と活力あふれる確かな明日をお届けする」を掲げ、ブランドスローガンを「Innovation for 

Wellbeing」と定めました。「Innovation for Wellbeing」とは、損保ジャパンの目指す姿を表現したもので

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．商品開発に込める想い 

損保ジャパンは、これまでも「２０２１年日経優秀製品・サービス賞」最優秀賞を受賞した実費型医療 

保険「入院パスポート※」などの業界初となる商品を開発・提供してきました。引き続き、このような 

オンリーワンの商品を開発・提供し、お客さまの課題と社会課題の解決を実現していきます。 

（１）損保ジャパンは、Wellbeing（人々の幸せ、よりよい社会）に貢献する独自色ある商品、独自色ある 

ストーリーで、お客さまへお届けします。 

（２）「保険」の「いざというときの安心という機能」に加えて「事故時の安心以外の価値」をお客さまに 

ご認識いただき、保険に対するポジティブな意義を感じていただける商品を提供します。 

（３）「保険」という商品を、広くお客さまにお届けすることで、お客さまの課題解決とともに、社会課題 

の解決を実現します。 



 

※ 医療保険「入院パスポート」「２０２１年日経優秀製品・サービス賞」最優秀賞受賞 

https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2021/20220104_1.pdf?la=ja-JP 

 

３．今後について 

現在、「事故時の安心以外の価値」を提供する新商品として、売上高と業種のみの申告で簡単に加入 

できる企業の資金繰りをプロテクトする商品を開発しており、２０２２年度に販売開始予定です。この商品 

は、「従業員の与信管理業務時間の削減」および「業態転換や取引先拡大のチャレンジ」を後押しすること 

が特徴です。お客さまの取引先倒産や貸し倒れ損失が補償されることで、与信管理業務削減による「お客 

さま企業の働き方改革」や「新たな取引先拡大」を後押しすることができます。 

 このように、「事故時の安心」に加えて、「従業員を大切に想う経営者の気持ちをカタチにする」ことや 

「コロナ禍におけるビジネス拡大に向けた企業の挑戦をサポート」するという独自の切り口で広くお客さま 

へ商品をお届けします。 

また、損保ジャパンは、以下記載の取り組むテーマ（保険の提供により目指す姿（社会））の実現に 

向けて、Wellbeing（人々の幸せ、よりよい社会）に貢献する商品を開発し、お客さまの課題と社会課題の 

解決を実現していきます。 

  

【取り組むテーマの例】 

保険の提供により 

目指す姿 
新商品・サービスのイメージ 

無駄のない社会 

・シェアリングサービス利用時のトラブル解決に資する商品・サービスを開発

し、シェアリングサービスを普及させ、遊休資産の有効活用等を通じた無駄の

ない社会の実現に貢献します。 

従業員が働きやすい

社会 

・従業員が病気や介護などにより休業を余儀なくされた際に発生する諸費用を 

補償する新たな商品を開発し、従業員が働きやすい社会の実現に貢献します。 

ヒトと地球にやさしい

モビリティ社会 

・CASE や MaaS の進展に伴う「リスクの変容」、「リスク主体の変動」および 

「お客さまとの接点の変革」を見据えた、未来のモビリティ社会に最適化され

た自動車保険を開発します。 

・さまざまなデータを活用し、移動における利便性・安全性の向上、交通事故の 

減少、脱炭素社会への貢献に資するソリューションを開発します。 

・これらにより、ヒトと地球にやさしいモビリティ社会の実現に貢献します。 

脱炭素社会 

・再生可能エネルギー等のクリーンエネルギーの提供事業者を支援する保険と 

あらゆるお客さまの脱炭素社会に向けた行動を促す商品・サービスを開発し、

インフラ整備・普及へ貢献し、脱炭素社会を支えます。 

災害に強い地域社会 

・罹災時に経済的な補償に留まらず、日常生活に早期に復旧できるよう、罹災し

た住宅の修繕サービスやお困りごとの解消までワンストップでサポートできる

新たな価値を提供します。 

・災害による被害を未然に防止する、被害の回避行動を促す等、従来の保険を 

超える価値を生み出す商品・サービスを提供します。 

・これらにより、災害に強い地域社会の創造に貢献します。 

 

以上 

 

https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2021/20220104_1.pdf?la=ja-JP

